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■トラックドライバー（以下ドライバー）および運行管理者へのアンケート、デジタルタコグラ
フ（以下デジタコ）の調査を通じて、本プロジェクトの対象運行便における拘束時間は平
均13時間弱であるが、10分前後超過するケースが頻発していることが判明した。
■積込拠点である、中京スーパーハブセンター（以下中京SHC)における作業内容に着眼
して時間調査を実施したところ、ドライバーがトラックを接車してから発車するまでの作業
時間のうち、「手待ち時間」に加え「仕分場に貨物を取りに行く時間」を合わせると、平均
22分かかっていることが明らかになり、この部分の時間短縮を課題と特定した。

く現状調査・分析＞

■倉庫内作業実績·デジタコ等を活用した工程別作業時間の集計・分析
■ビデオ撮影による積込作業の実態把握（11/6~11/19の14日間実施）
■ガントチャートによる作業工程別時間の可視化と課題の抽出（「3．課題」参照）
く目標作業時刻の設定＞
■中京SHCにおける平均積込作業時間を60分から40分に低減する
く作業·段取りの改善＞
■ドライバーの中京SHC接車時間を20分後ろ倒し（積込バース前の貨物を滞留させる）
■倉庫担当者が積込バースまで貨物を運び、ドライバーの積込の手助けを実施
■トラックヘの積込直前の検品を簡略化（バット単位➔台車単位）し、作業効率を上げる
＇

■中京SHCにおけるドライパーの接車時刻を従来の時刻から20分後ろ倒ししても、作業完
了時刻が遅延することはなく、従来通りの時間に発車することができた。

■                                      13
時間超過ラインにおける運行の場合、この20分の差は大きく、13時間を下回る大きな改
善成果につながることが明らかになった。

■運送事業者における工程別の作業時間の推移およびビデオ撮影による積込作業の実
態を荷主企業と共有することで、荷主企業が見えにくいモノの流れに関わる課題を認識
して頂くことができた。また、物流の実態把握を通して、荷主企業内部においても、より
効率的な製品出荷の段取りを検討することにつながった。

ヽ

■デジタコなどの時間データ分析、現場担当者へのアンケート等を通じた定量的な調査
を通じて、課題のあたりづけを行い、改善対象とする工程を絞り込んだことで、ルール
の変更や段取り改善など、より踏み込んだ改善案の検証につながった。

■荷主企業・運送事業者間での実態及び改善の狙いと目標設定の共有をしっかり行った
ことで、プロジェクトに関わる各組織のリーダーが協力的に関わって頂き、スムーズに
実証実験を進めることが可能となった。
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